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研究成果の概要（和文）：早産small-for-gestational age (SGA)児・appropriate-for-gestational age(AGA)児のAdi
ponectin(ApN)値を縦断的に検討し、早産SGA児では修正１か月までの急激な体重増加が、幼児期以降のApNの分泌動態
に影響を与えている可能性が示唆された。また妊娠糖尿母体(GDM)と正常母体から出生した満期産新生児を検討し、軽
症耐糖能異常GDMにおいても適切な血糖管理が行われないと、胎児発育に影響を及ぼすが、2群間の胎児発育の差は、出
生時のIGF-IGFBP系の変動では説明できなかった。

研究成果の概要（英文）：We examined the ApN value of preterm small-for-gestational age (SGA) neonates and 
appropriate-for-gestational (AGA) neonates continuously. We considered that the rapid increase in weight 
until corrected one month had affected the infancy secretion of ApN in SGA neonates.
 No management of blood sugar was affected fetal growth in mild gestational diabetes mellitus (GDM). 
However, this phenomenon could not be explained by the change of an IGF-IGFBP system.

研究分野：新生児
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１．研究開始当初の背景 

(1)低出生体重児や子宮内発育遅延による

small-for-gestational age (SGA)児は、

正 常 体 重 で 出 生 し た

appropriate-for-gestational age(AGA)

児に比較して成人期に有意にインスリ

ン抵抗性を獲得しやすいことが実証さ

れている。本研究者らも、満期産児でイ

ンスリン感受性の指標とされているア

ディポサイトカインの 1 つである

Adiponectin(ApN)値を検討し、SGA 児で

は AGA 児に比べて低値であり、新生児期

からすでにインスリン抵抗性獲得を予

測できる可能性があることを報告した

(Pediatr Res, 2004)。さらに、本研究

者らは、平均在胎 32 週の早産児を対象

に出生時および修正在胎 40 週の時点で

血中 ApN を経時的に測定し、体重増加と

ともに ApN が上昇すること、修正在胎 40

週時にSGA児が AGA児に比べてApNが低

値であることを報告した(Neonatology, 

2011)。 

(2)近年インスリンなどの遺伝子多型と出

生体重との関係についての論文がいく

つか報告され、メタボリックシンドロー

ムと低出生体重が、同じ遺伝学的な要因

で引き起こされるという仮説も提唱さ

れ て い る (Klammt et al, Ztrends 

Endcrinol Merab 2008; Pety et al, BMC 

Genet 2005 など)。しかしこれらの報告

の多くは遺伝子多型と出生体重につい

ての検討のみであり、実際のホルモン値

を測定したものは少ない。そこで本研究

者らは、ApN の満期産児の臍帯血の血中

濃度と遺伝子多型、出生体重との関連を

検討し、ApN の rs266729 多型が臍帯血の

ApN 濃度を上昇させることにより、出生

体重に影響を与えていることを報告し

た(齋藤誠ら、第114回日本小児科学会、

2011)。 

２．研究の目的 

(1)早産 SGA 児の身体発育 Catch up と

Adiponectin(ApN)との関連を解明する。 

(2)母体妊娠糖尿病と胎児発育及び臍帯血

ApN、IGF-IGFBP 系との関連を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

(1)在胎 26 週以降の早産 SGA 児、早産 AGA 児

を縦断的にフォローアップし、出生時、修

正満期、修正 1、3、6か月、修正 1、3歳

で身体計測および血清 ApN の測定を行い、

2群間での相違を検討した。 

(2)在胎 35週以上で出生した新生児を対象と

し、正常母体から出生した群と妊娠糖尿病

母体から出生した群の 2群に分類した。そ

の 2 群間において身体計測値などを含め

た出生時の背景、臍帯血 ApN、free IGF1、

IGFBP1、2 を測定し、2 群間での相違を検

討した。 

 

４．研究成果 

(1)ApN は早産 SGA 群、早産 AGA 群の両軍とも

に修正 1か月までは上昇し、その後低下し

た。ApN は修正満期のみ SGA 群が有意に低

値であった。体重はいずれの時期も SGA

群が有意に低値であった。修正 6か月まで

に体重が Catch up しなかった児は、生後

3 歳でも体重と身長が Catch up していな

かった。修正 1か月までに急激に Catch up

した SGA 群は、しなかった群と比較して、

3歳の ApN が有意に低値であった。以上か

ら早産 SGA 児では修正１か月までの急激

な体重増加が、幼児期以降の ApN の分泌動

態に影響を与えている可能性が示唆され

た。 



 

 

(2)母体妊娠糖尿病群と正常母体群で臍帯血

ApN、出生体重・身長・頭囲に差はみられ

なかった。ただ、母体妊娠糖尿病群で管

理・治療をされた群では正常母体群でみら

れるような出生体重と臍帯血 ApN との正

の相関がみられなかった。以上から妊娠糖

尿病母体において適切な血糖管理が行わ

れないと、胎児発育に影響を及ぼすものと

推測された。また管理・治療を行われなか

った軽症母体妊娠糖尿病群は正常母体群

に比べて、出生時の体格が有意に大きく、

Larege-for-gestational-age 児の比率が

有意に高かった。軽症母体妊娠糖尿病群と

正常母体群で臍帯血 IGF1、IGFBP1、IGFBP2

に有意な差は認められなかった。以上より

2 群間の胎児発育の差は、出生時の

IGF-IGFBP 系の変動では説明できないと

考えられた。 
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